
大型連休はどのように過ごされたでしょうか。

全国的に暑さの厳しい連休でしたが、ここ数年春らしい

「うららかさ」を感じることなく、一足飛びに初夏（夏）

の日差しを感じることが多くなってきているように感じま

す。どうやら、季節の節目をじっくりと味わいたいと思う

歳になったようです。

では、学園通信「きらら」５月号をお届けいたします。どうぞゆっくりとお楽

しみください。ご意見ご感想があれば学校までお寄せください。

平成３０年度、美郷北学園は創立４年目となり新しい節目を迎えました。開校

から３年目（平成２７～２９年度）までの第１期は「美郷北学園ならではの小中

一貫校のシステムを確立する」ことを目指してきましたが、平成３０～３２年度

までの第２期はこれまでの実績をもとに「キャリア教育を基盤とした、美郷

北学園ならではの教育を確立する」ために、すべての取組を見直してまいり

ます。よいものはさらに進め、改善すべき点は思い切って着手していく考えです。

その手始めに、教師と子どもの合い言葉を掲げます。通常の中学校や高校では

「校訓」として示されるものです。過去３年間は「気風（校風）創造」を合い言

葉としてきましたが、それに代えて次の３つの言葉を示します。

北郷中学校ＯＢの皆さんは

ピンときたことでしょう。お

そらく以前は校訓として示さ

れていたはずです。校門付近

の記念碑に刻まれているからです。

子どもたちには、始業式のときに紹介しました。１年間の様々な取組の中で、

職員にも子どもにも常に意識してもらえるよう、伝えていくつもりです。

自主･･･他人に頼らず、自分の力で自ら進んでやり遂げること

創造･･･自分の考えで、新しいものをつくり出すこと

協力･･･多くの人が力を合わせて支え合うこと
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５月１日付けで２人の新しい職員が着任されました。ご紹介します。

美郷北学園では、平成３０年度に宮崎県の「地域に貢献できる環境教育推進

校」の指定を受け、児童生徒の環境問題に対する関心を高め、リサイクル活動

や地域貢献活動を展開することによって、自然や郷土を愛する態度と心情を育

てる活動に取り組みます。社会生活と深く結び付く環境問題について、全学園

生で考え実践します。ご支援ください。詳細は後日お知らせいたします。

１日（金） プール清掃（５～９年）

５日（火） 参観日（幼・小）

７日（木） 宿泊学習（５年）～８日

９日（土） 中体連地区大会（軟庭）

１０日（日） 中体連地区大会（陸上）

１９日（火） 修学旅行（８年）～２２日

２２日（金） ふれあいフェスタ（幼～４年）

明日のチカラ

子育ては大切な職業で
ある。にもかかわら
ず、親には適性検査が
課されることはない。

バーナード・ショー

よろしくお願いします！ ＝新しい職員のご紹介＝

【田上修二郎 先生】 【杉本友里 先生】

田上先生は、事務室の

先生です。西副主幹が

美郷町全体の事務のお

世話をされることか

ら、北学園中学部の事

務を担当していただき

ます。経験豊富な頼も

しい先生です。

杉本友里先生は、北郷

幼稚園の先生です。お

休みに入った奈須千晶

先生の後任としておい

でいただきました。宮

崎市での保育園での経

験が長く、笑顔のステ

キな先生です。

ホームページをご覧ください

平成３０年５月７日（月）現在、閲覧数は約１１万３千件です。昨年５月は５万件

でしたから、飛躍的に増えています。子どもたちの情報や学園の出来事などをたく

さん掲載しています。どうぞお楽しみください！

http;//cms.miyazaki-c.ed.jp/1665/htdocs
または、美郷町立美郷北学園 で検索

地域に貢献できる環境教育


